
結婚を希望する方が希望を叶えられる社会へ

～県と一緒に取組みませんか？～

出生動向基本調査では、結婚意思のある未婚者に独身でいる理由を尋ねたところ、25歳から34歳では
男女とも「適当な相手にまだめぐり会わないから」が最も多いこと、男性では「結婚資金が足りない」
が上位にあることがわかっています。
県は、出会いの場を創出する婚活イベント（恋カナ！）、結婚や子育てなどライフイベントを考えるラ
イフデザインセミナー等を実施するほか、市町村による結婚支援の取組を支援しています。

（参考）
国立社会保障・人口問題研究所「第16回出生動向
基本調査」を基に、県青少年課が作成

県が配置する結婚支援コンシェルジュが、市町村の婚活イベント等を支援します。
市町村職員による県の婚活イベント（恋カナ！）の見学も、大歓迎です。

結婚・妊娠・共育ての相談機会提供・支援プログラム（旧結婚新生活支援事業）※を実施する市町村
に対し、県は、事業経費の一部と事務費を支援しています。
※事業概要：新婚世帯に対し、住宅の取得費、住宅のリフォーム費、住宅の賃借費、引越費等を補助

問合せ先
福祉子どもみらい局子どもみらい部青少年課企画グループ
０４５－２１０－３８４０（直通）

対面またはオンラインでご相談に乗ります！
現状や課題等をお伺いし、事業実施に向けたアドバイスを行います。

市町村が実施するイベントやセミナーへの助言、立会いを行います！
イベント等の企画内容の相談や、当日の司会進行、セミナーの講師等を行います。

他市町村等の取組について情報提供します！
結婚支援に関する全国の自治体や企業等の取組等、有益な情報を提供します。

結婚支援コン
シェルジュ

事業活用のご検討を
お願いします！

◆活用する国制度
交付金 ：地域少子化対策重点推進交付金
対象世帯：世帯所得 500万円未満
補 助 額 ：29歳以下 60万円

39歳以下 30万円

◆県による活用促進策
負担割合 国 ２／３

市町村 １／３

負担割合 国 ２／３
県 １／６
市町村 １／６
＋事務費の一部を県が補助（3千円/件）
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親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から

結婚生活のための住居のめどがたたないから

結婚資金が足りないから

異性とうまくつき合えないから

適当な相手にまだめぐり会わないから

独身の自由さや気楽さを失いたくないから

今は、趣味や娯楽を楽しみたいから

今は、仕事（または学業）にうちこみたいから

結婚する必要性をまだ感じないから

結婚するにはまだ若すぎるから
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25～34歳男性
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25～34歳女性未婚者が独身でいる理由
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